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による急性腹症様の症状を呈した一例. 日本透析医学会雑誌 57(Suppl.1): 805, 2024.

中西裕美,大庭康司郎,河田　賢, 原田淳樹,迎　祐太,荒木杏平,中村裕一郎,光成健輔,松尾朋博,望月保志,今村亮一：

進行性腎癌に対し1st-lineで免疫併用療法を行った症例における予後因子の検討. 腎癌研究会会報 54: 36, 2024.
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症例の検討. 腎癌研究会会報 54: 47, 2024.
河田　賢,大庭康司郎,中西裕美, 光成健輔,松尾朋博,望月保志, 今村亮一：当院における単腎に発生した腎癌に対

するロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術(RAPN)の臨床的検討. 腎癌研究会会報 54: 57, 2024.
大庭康司郎：下大静脈腫瘍塞栓に対するロボット補助下根治的腎摘除術. 腎癌研究会会報 54: 61, 2024.

今村亮一：腎移植. 泌尿器科の掟 : 195-204, 2024.

望月保志,倉田博基,原田淳樹, 荒木杏平,中村裕一郎,安田拓司,中西裕美,光成健輔,松尾朋博,岩田隆寿,大庭康司郎,
竹田昭子,大仁田　亨,錦戸雅春,今村亮一：長崎県における臓器提供と献腎移植　臓器移植法前後の比較検討. 日
本臨床腎移植学会プログラム・抄録集57回  : 190, 2024.
倉田博基,原田淳樹,荒木杏平,中村裕一郎,安田拓司,中西裕美,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：

腎移植術後の運動習慣による影響の検討. 日本臨床腎移植学会プログラム・抄録集57回  : 197, 2024.
田中　亮,松村聡一,深江彰太,中澤成晃,山中和明,角田洋一,今村亮一,野々村祝夫：当院におけるmTOR阻害薬の使

用経験. 日本臨床腎移植学会プログラム・抄録集57回  : 233, 2024.
上木　望,松岡優毅,松尾朋博,大庭康司郎,今村亮一,岡野慎士,中島正洋：カウパー腺癌の一例(A case of Cowper
gland adenocarcinoma). 日本病理学会会誌 113(1): 417, 2024.
望月保志,福田はるか,北村峰昭,倉田博基,原田淳樹,迎　祐太,荒木杏平,中村裕一郎,中西裕美,光成健輔,松尾朋博,鳥
越健太,大庭康司郎,牟田久美子,西野友哉,今村亮一：腎移植後慢性活動性抗体関連型拒絶反応に対するアフェレ

シスの治療経験. 日本アフェレシス学会雑誌 43(Suppl): 143, 2024.

川浪幸子,辻　あゆみ,倉田博基, 望月保志,今村亮一：生体ドナーの継続ケアにおけるRTCが直面する課題　生体

腎移植ドナーの継続ケア　当院における現状と課題. 日本臨床腎移植学会プログラム・抄録集57回  : 112, 2024.
余西洋明,難波倫子,窪田卓也,徳地真帆,高橋篤史,中澤成晃,山中和明,阿部豊文,角田洋一,今村亮一,野々村祝夫,猪阪

善隆：移植長期経過後に抗MICA抗体による急性抗体関連拒絶を呈した一例. 日本臨床腎移植学会プログラム・

抄録集57回  : 162, 2024.

松尾朋博：特に高齢者を中心とした清潔間欠的導尿のスムーズな導入とカテーテル挿入と. 日本老年泌尿器科学

会誌 37(1): 85, 2024.
牟田口　淳,猪口淳一,富崎一向, 今村亮一,賀本敏行 鑪野秀一,村上洋嗣,澁谷忠正,野口　満, 江藤正俊：80歳以上の

高齢者における膀胱全摘除術の周術期成績および周術期合併症の予測因子に関する検討　多施設共同研究. 日本

老年泌尿器科学会誌 37(1): 116, 2024.
森　慎太郎,松尾朋博,柿田聖太,本多弘幸,荒木杏平,光成健輔,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：高齢過活動膀胱患

者に対するビベグロンの有効性に関する検討. 日本老年泌尿器科学会誌 37(1): 148, 2024.
今村亮一,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,望月保志：ロボット支援下手術時代における開腹手術を再考する　泌

尿器科領域における開腹手術の重要性と手技の継承. 日本内分泌外科学会雑誌 41(Suppl.1): 116, 2024.

古谷順也,浦添由麻,高島美和, 倉田博基,望月保志,今村亮一：多職種連携による腎移植後マネージメント　管理栄

養士の立場から　移植腎を長持ちさせる食生活を継続するには. 日本泌尿器科学会総会111回 : WS1-4, 2024.
望月保志,倉田博基,原田淳樹,迎　祐太,荒木杏平,中村裕一郎, 中西裕美,山下鮎子,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,
錦戸雅春,西野友哉,今村亮一：当院における二次性副甲状腺機能亢進症に対する副甲状腺摘出術の現状. 日本透

析医学会雑誌 57(Suppl.1): 518, 2024.
倉田博基,原田淳樹,迎　祐太,荒木杏平,中村裕一郎,中西裕美,光成健輔,松尾朋博,山下鮎子,鳥越健太,大庭康司郎,望
月保志,西野友哉,今村亮一：血液透析・生体腎移植を経て,腹膜透析導入に至った一例. 日本透析医学会雑誌

57(Suppl.1): 547, 2024.
中村裕一郎,望月保志,小室里沙,倉田博基,伊藤五穂,原田淳樹,迎　祐太,山下鮎子,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,西
野友哉,今村亮一：内シャント中枢静脈狭窄に起因するうっ血性皮膚潰瘍に対し内シャント閉鎖術を施行し上肢

切断を回避できた一例. 日本透析医学会雑誌 57(Suppl.1): 625, 2024.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

松島俊樹,中西裕美,大木雅晴, 柿田聖太,土山彩華,安田拓司,松尾朋博,大庭康司郎,今村亮一：両側腎癌を契機に

Birt-Hogg-Dube症候群が疑われた一例. 腎癌研究会会報 54: 96, 2024.
河田　賢,中西裕美,大庭康司郎, 安田拓司,松尾朋博,今村亮一：当院におけるロボット支援根治的腎摘除術

(RARN)の初期導入経験. 腎癌研究会会報 54: 100, 2024.
中西裕美,大庭康司郎,河田　賢, 安田拓司,松尾朋博,望月保志,今村亮一：下大静脈腫瘍塞栓を伴う腎細胞癌に対し

外科的切除を行った症例の治療成績. 腎癌研究会会報 54: 106, 2024.
山口紋奈,松尾朋博,本多弘幸,森　慎太郎, 荒木杏平,光成健輔,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：エクオールと過活

動膀胱との関連について. 日本女性骨盤底医学会プログラム・抄録集26回 : 82, 2024.

望月保志,曽山明彦,宮崎拓郎, 村橋志門,関野元裕,竹田昭子,松本桂太郎,江口　晋,原　哲也,田崎　修,今村亮一：移

植医療における働き方改革-具体的対応も含めて-　臓器提供ドナー主治医サポートシステムの構築　院内臓器提

供支援チームの活動と働き方改革. 移植 59(総会臨時): 156, 2024.
角田洋一,比嘉洋子,松村聡一, 深江彰太,田中　亮,余西洋明,中澤成晃,今村亮一,猪阪善隆,野々村祝夫：腎移植にお

けるTransplant Oncologyスクリーニングから治療まで. 移植 59(総会臨時): 269, 2024.

本多弘幸,松尾朋博,森　慎太郎, 荒木杏平,光成健輔,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：エクオールと骨盤臓器脱と

の関連について. 日本女性骨盤底医学会プログラム・抄録集26回 : 114, 2024.
松尾朋博,今村亮一：夜間多尿を知る 夜間多尿/夜間頻尿と塩分摂取との関係について. 日本排尿機能学会誌

35(1): 234, 2024.
松尾朋博：夜間頻尿の診断と治療UP TO DATE. 日本排尿機能学会誌 35(1): 252, 2024.
今村亮一：ロボット支援前立腺全摘除術後尿禁制獲得に対する取り組み. 日本排尿機能学会誌 35(1): 372, 2024.
松尾朋博,柿田聖太,本多弘幸, 森　慎太郎,荒木杏平,光成健輔,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：食塩摂取量と過活

動膀胱との関連について. 日本排尿機能学会誌 35(1): 300, 2024.
森　慎太郎,松尾朋博,柿田聖太,本多弘幸,荒木杏平,光成健輔,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：過活動膀胱の診断

予測ツールとしての尿中Na/K比の有用性に関して. 日本排尿機能学会誌 35(1): 375, 2024.
柿田聖太,松尾朋博,森　慎太郎, 本多弘幸,荒木杏平,光成健輔, 大庭康司郎,望月保志,今村亮一：過活動膀胱に対す

るβ3アドレナリン受容体刺激薬が腎機能および肝機能に及ぼす影響について. 日本排尿機能学会誌 35(1): 376,
2024.
新美文彩,秋山佳之,古田　昭,松尾朋博,橘田岳也,松川宜久,三井貴彦,舛森直哉,大塚篤史, 千葉博基,鳥本一匡,金城

真実,野宮　明,久米春喜,本間之夫：本邦における間質性膀胱炎レジストリの現状　厚生労働科学研究費難治性疾

患政策研究事業　間質性膀胱炎の患者登録と診療ガイドラインに関する研究班(第3報). 日本排尿機能学会誌

35(1): 380, 2024.
本多弘幸,松尾朋博,柿田聖太, 森　慎太郎,荒木杏平,光成健輔,大庭康司郎,望月保志,今村亮一：エクオール産生の

有無は過活動膀胱の発症を抑制し、治療効果にも影響する可能性がある. 日本排尿機能学会誌 35(1): 391, 2024.

2024

A-e SCI合計 B-a

57

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計 B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

2024

89 102

A-c

65

127

論文数一覧

A-a A-b B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

合計 総計

2024 14 9 0 0 2 225 8 4 1 0

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.197 2.778 0.080 0.222

総計

1 0 7 8 0 6 51
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